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くはしがき>

近年，医科領域では動画，生体情報，放射線画像，病理画像を通信すること

による遠隔診断支援システムが実用化されており，大学病院と地域病院聞のも

ののみならず，診療所と大学病院間でのインターネットを介した地域医療ネッ

トワークによる診断支援や国境を越えて連携した報告もみられる。歯科領域で

国内におけるインターネットを利用した診断支援としては，大学病院が主体と

なって画像診断や矯正歯科診断を行っている例が散見される程度である。また，

新潟大学歯学部附属病院では，野村らが学外からも参加可能なインターネット

を利用した顎関節症症例検討会を報告しているが，学外からの参加は少なく，

学外への診断支援は実施されなかった。河野らは，情報ネットワークを活用し

地域連携による要介護者口腔保健医療ケアシステムについて報告しているが，

インターネットによる双方向の情報交換は，行っていなかった。また，染矢ら

と鈴木らは，在宅患者訪問歯科診療に関する支援システムの診療支援の試みを

報告している。

設々は，過去の報告を踏まえて，本学各診療科専門医が協力し，診断や治療

法に関し，主として顎関節症患者と岨鴫・礁下障害患者に対する遠隔診断支援

システムの構築を計画した。そこで，予備的調査を行い，診断支援の必要性と

適切な情報交換の方法について検討し歯科領域での遠隔診断支援について運

用可能な形式を明らかにすることを目的として研究を行なった。
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<研究成果>

顎関節症患者に対する遠隔診断支援システムの構築

【目的】

遠隔医療は，日本では 1 9 7 1年に和歌山県内山間部のへき地医療モデルと

して始まり，昨今の情報通信インフラの向上により，様々な分野で実用化され，

その一部は既に保険導入されている。病院病院連携や病院診療所連携としてテ

レコンサルテーションがあり，具体的にはテレパソロジー(病理)やテレラジ

オロジー(画像診断)が日常臨床として実用化され，保険導入済みであるけ}。

また，患者に対する遠隔医療としてテレホームケアー，テレメンタリングにつ

いても実用化され報告されている九歯科領域は遠隔医療が難しい分野である

が，インターネットを用いた医療情報データベースと診断支援モデルが東北大

学4)，徳島大学的から報告されている。また，顎関節症患者に対して山梨大の大

月らが，早稲田大学と共同で遠隔医療としての開口訓練モデルについて報告し

ている九我々も，インターネットを用いた顎関節症を中心とした遠隔医療に注

目し，本格導入を目指して新潟県歯科医師会員を対象にその必要性について調

査し報告した 7，8) 。本研究は，顎関節症に対するインターネットを用いた遠隔医

療の開発を目的として行なった。

【方法】

顎関節症を中心とした遠隔医療に関して大学病院と歯科診療所間，大学病院

と患者聞の 2系統に分けてシステムを開発し，それぞれ実証実験を行なうこと

とした。大学病院と歯科診療所聞に関しては，インターネットを利用した掲示

板方式で開発することにした。大学病院と患者聞に関しては，テレビ電話を利

用して開発することにした。

【結果および考察】

1 .大学病院と歯科診療所聞に関して

予備調査の結果を基に，会員制の診断支援専用 web site を 2005 年より仮運

用を開始している。我々の website は 2 つの異なるアクセス権を持つ website
で構成されている。それらは，非会員もアクセス可能な公開 web site と会員限

定のユーザー認証機能を持った web site である。この会員限定の web site 内

にログインすると，各会員専用の電子掲示板システム (BBS)と歯科総合診断支援

専用データテンプレートにリンクしており，本学の各科専門医と相談できるシ

ステムとして開発されている。セキュリティに関しては，我々の大学ネット
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ワークのファイヤーウオールと診断支援システム専用サーバー内に組み込んだ

Secure Sockets Layer(SSL) を使用することで確立している。このように現在，

開業医と大学病院の専門医聞で掲示板によるテレコンサルテーションが可能に

なっている。実際に，診療所の歯科医師からのアクセスがあり，テレコンサル

テーションを実施して，システム運用が可能であることを実証できた。なお，

この web site のURL は http://diagdent.dent.niigata-u.ac.jp/ である。

2. 大学病院と患者聞に関して

現在利用可能な TV 電話のシステムとしてメッセンジャー，スカイプ， NTT
社 IPTV 電話，既製の在宅ケア支援システム，携帯電話 TV電話機能などが挙げ

られる。この中でインターネット環境以外のコストをできるだけ小さく，なお

かつ実際の実用化を想定して操作が簡単で汎用性が高く，セキュリティ的に優

位なものを選択した結果，スカイプが一番適していると判断した。スカイプは

無料の IP電話ソフトで専用固定サーバーを利用しない peer to peer 型通信で

ある。周辺機器として 30 万画素程度の廉価版 Web カメラおよび会話音声と顎

関節雑音を同時に通信できる PC 用マイクを利用して遠隔診断を試みた。その結

果，顎関節症の主症状である顎関節部の嬉痛，関節雑音，関口障害について，

いずれもスカイプを通して遠隔診断は可能であり，このシステムは実用レベル

にあると考えられえる。

顎関節症患者初診時の診査では，医療上の観点から鑑別診断で薗像診断が必

要な場合も多く，また法的な観点から無診察治療禁止の事項より，対面診療す

なわち病院受診が必要である 3)。しかし顎関節症患者の症状が安定しており，

定期的な予後観察程度であれば， IPtV 電話診療で十分対応可能であると考えら

れる。また，治療に関しては，スプリントの調整および歯科的治療は不可能で

あり，積極的な治療が必要な場合は再来院ができることが，この遠隔医療の条

件となると考えられる。

3. まとめと今後の展開

web site および TV電話システムは顎関節症の診断支援に関して，ある程度応

用可能であることを明らかにできた。なお，これらのプログラムや PC の設定

等システム構成の詳細については紙面の都合上十分に紹介できないので，別途

報告予定である。本研究費で購入した 6 自由度顎運動測定装置で顎運動遠隔診

断支援も試行開始し，顎運動と身体動揺との関係も分析を開始している。この

システムは新潟大学医歯学総合病院(歯科)における口蓋裂診療班での協力で

口唇口蓋裂患者の遠隔医療への利用も可能である。この他に，研究分担者の加

藤一誠はインターネットを介した CAD/CAM の基礎研究も行なった。

本研究では顎関節症を中心!こシステムを開発してきたが，今後，歯科の他分

野への応用を目指して遠隔医療システム全体を確立したい。システム開発にあ
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たっては，新潟市西蒲区ゼットコスモス社の協力を得て行なった。
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唖鴫・礁下障害患者に対する遠隔診断支援システムの構築

【目的】

哩鴫能力評価のために最初に，簡便な岨鴫能力評価法の開発に着手した。

歯科治療の大きな目的の 1つは，岨鳴能力の回復にある。従来ヒトの岨鴫能力を

評価するために種々の方法が考案されてきたが，それらの殆どは，食物の粉砕能

力に注目して検討が行われてきている。しかし食物を口腔内に取り込み，粉砕

し食塊形成を経て，藤下するという一連の岨鴫過程について，その能力を評価

するには，粉砕能力のみの評価では不十分であると考えられる。また，昨今 EBM
の確立が叫ばれており，科学的校合治療においては，岨鴫能力の客観的な評価パ

ラメータが必要となってくる。そこで本研究では，欠損歯列を有する義歯装着患

者において，義歯補綴の効果が岨曙回数により評価可能であるかの検討を行っ

た。

【方法】

実験 1 :被検者は，岨鴫および瞭下機能に異常を認めず臼歯部の被葦が正常な本

学職員，学生のボランティア 21 名(男性 14 名，女性 7 名;平均年齢 25.2 歳)

とした，被検食品として，さくさくサラダせん(亀田製菓製)を用い，岨鴫回

数の計測は，自由に岨鴫，藤下させた時の片側岐筋筋電図波形のパースト数に

より求め，被検者に岨鴫回数の計測を行っていることを知られず無意識下で行

った。舌側移送能力の評価はピーナッツを一定回数岨噂してもらい，頬側舌側

別々に回収することにより求めた。また，被検者それぞれの刺激唾液分泌量の

計測を行った。実験 2: 被検者は，ボランテイアの義歯装着患者 149 名(男性

71 名，女性 78 名平均年齢 76.5 歳)とし，アイヒナーの欠損形態別に義歯非

装着時岨嘱回数と装着時岨鴫回数を求めた。

【結果および考察】

実験 1 より，岨鴫回数の計測により舌側移送能力と唾液分泌量の両者を推測で

きることが示唆された。実験 2 より，義歯非装着時岨曙回数から義歯装着時岨

晴回数を引いた値を岨鴫回数差として求め，アイヒナーの欠損分類別にこの値

との比較を行ったところ，欠損の大きな者ほど唖鴫回数差が大きい傾向が認め

られた。このことより，義歯補綴治療が哩鴫回数により評価可能であることが

明らかとなった。今後，この成果をインターネット経由の遠隔診断支援に応用

してく予定である。
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